
2023 月号

広報

№
令和5年12月10日
643

12

今 月 の 表 紙
【只見町立小中学校音楽祭】
　只見町立小中学校の音楽祭が開かれました。
創立１５０周年を記念し、音楽祭の冒頭で、各
小学校の全校生徒が校歌を披露しました。また、
音楽祭の後半は、只見町出身のシンガーソング
ライター大竹涼華さんによるライブが行われた
他、児童生徒と一緒に歌う場面も見られました。
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今
ま
で
を
振
り
返
り
、

こ
れ
か
ら
の

生
き
方
を
考
え
る

　
「
終
活
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
方
は
少
な
く

は
な
い
で
し
ょ
う
。
年
々
少
子

高
齢
化
が
進
み
、
介
護
や
看
取

り
を
担
う
方
々
が
少
な
く
な
り
、

高
齢
者
が
自
ら
で
自
分
の
死
後

の
た
め
に
備
え
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
考
え
方
が
増
え
、「
終

活
」
と
い
う
も
の
が
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

終
活
は
、
人
生
の
最
期
に
備

え
る
、
死
後
に
備
え
る
等
、
死

を
前
提
と
す
る
た
め
、
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
方
も

い
ま
す
。
し
か
し
、
終
活
を
行

う
こ
と
で
自
分
の
身
の
周
り
の

状
況
整
理
に
繋
が
り
、
不
安
が

和
ら
い
だ
と
い
う
方
も
い
ま
す
。

　

終
活
に
よ
っ
て
、
状
況
整
理

を
行
い
、
残
り
の
人
生
を
ど
う

生
き
る
か
と
い
う
計
画
を
た
て
、

や
り
た
い
こ
と
等
を
明
確
に
す

る
こ
と
で
、
時
間
の
有
効
活
用

が
で
き
、
充
実
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

最
期
を
迎
え
た
後
、
遺
産
相
続

や
葬
儀
、
お
墓
に
関
す
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
意

思
を
伝
え
る
手
段
を
用
意
す
る

こ
と
で
、
残
さ
れ
た
家
族
の
負

担
を
軽
減
で
き
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
関
心
が
あ

る
方
の
多
く
が
、
具
体
的
に
何

を
し
た
ら
い
い
の
か
、
ど
こ
か

ら
手
を
付
け
た
ら
い
い
の
か
分

か
ら
ず
に
困
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ノ

ー
ト
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ノ
ー
ト
に
は
、

自
身
が
打
ち
込
ん
だ
こ
と
や
現

在
の
資
産
状
況
、
健
康
状
態
な

ど
を
書
き
記
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
１
日
で
書
き
出
す
の
で
は

な
く
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か

け
て
、
家
族
や
ヘ
ル
パ
ー
の
方

な
ど
支
援
を
し
て
く
れ
る
人
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
書
き
出
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
町
で
は
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
ノ
ー
ト
作
成
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
作
成
は
少
人
数

で
集
ま
っ
て
、
お
話
し
を
し
な

が
ら
行
い
ま
す
。
ご
友
人
等
と

会
話
し
な
が
ら
作
成
す
る
こ
と

で
、
支
援
者
へ
「
伝
え
た
い
こ

と
」
に
気
付
き
な
が
ら
、
ノ
ー

ト
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
終
活
」⬅

只
見
町
で
は

「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
と
呼
び
ま
す

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ノ
ー
ト
作
り
は
、

お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
「
ね
こ
」
の

一
角
で
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
友
人
な
ど
を
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ライフプランノートづくりの
サポーター養成を行いました

　ライフプランノートづくりのサポーター養成を１１月２５日
に、ノートの記入体験を各公民館で２６日に行いました。ライ
フプランノート編者の品川成年後見センターの職員と厚労省地
域共生社会推進室の犬丸推進官が講師を務め、只見町でライフ
プランノート作りを行う意義などについて話しました。
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ご
存
知
で
す
か
？

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
は
、
認

知
症
カ
フ
ェ
の
こ
と
で
、
全
国

で
様
々
な
人（
団
体
）が
様
々
な

形
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
に
は
、
認
知
症
の

方
、
そ
の
家
族
、
友
人
、
地
域

住
民
、
専
門
職
の
方
が
、
年
齢

や
所
属
、
地
域
に
関
係
な
く
、

立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
オ
レ
ン

ジ
と
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

と
な
っ
た
人
が
身
に
付
け
て
い

る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
に
由
来
し

て
い
る
そ
う
で
す
。『
温
か
さ

を
感
じ
さ
せ
る
オ
レ
ン
ジ
色
は

「
手
助
け
し
ま
す
」
と
い
う
意

味
を
も
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
よ
り
）』

　

認
知
症
は
、
目
に
見
え
な
い

病
気
で
周
囲
の
方
も
気
が
付
く

ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
本
人

は
孤
立
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
方

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
家
族
や

地
域
住
民
、
専
門
職
の
方
な
ど

も
不
安
や
心
配
事
な
ど
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
そ
の

よ
う
な
方
々
を
始
め
、〝
認
知

症
〟
と
い
う
言
葉
の
も
と
に
誰

で
も
集
ま
り
、
理
解
を
深
め
、

本
人
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
方

の
心
理
的
負
担
の
軽
減
や
介
護

負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
場
所

で
す
。

　
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

が
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
目
的
で

す
。

　只見町では、オレンジカフェが『おれんじカフェ「ねこ」』の名前で開かれています。
　『ねこ』の由来は、『ねこ』が日なたや布団、安心できる飼い主の膝上などを居心地のいい
場所として見つけているように、認知症の方やその周りの方にとって、このカフェを居心地
のいい場所にしてほしい、またはそれらを見つけるキッカケにしてほしいという思いが込め
られています。
　『おれんじカフェ「ねこ」』は、申込み不要で参加できます。認知症というと難しく聞こえ
るかもしれませんが、ものわすれが気になる方やその家族を始め、ものわすれ（認知症）に
興味関心がある方などに立ち寄っていただき、世間話から意見交換などしながら、お気軽に
ゆっくりとお時間を過ごしてください。

居心地のいい場所を見つけませんか

おれんじカフェ「ねこ」

開催予定日のご案内（各日午後１時３０分～３時）
◉１２月８日　只見公民館　　◉２月１６日　只見公民館
◉１月１２日　朝日公民館　　◉３月　８日　朝日公民館
◉１月２６日　明和公民館　　◉３月２２日　明和公民館
◉２月　９日　朝日公民館

参加費

１００円

おれんじカフェ「ねこ」

なお、開催日が近くなりましたら、おしらせばんでご案内します。

問合せ先：保健福祉課成年後見制度利用促進室（TEL 0241−84−7010）
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高齢者のお困りごとを
支援する 「ちょこっとてつだい隊」

①ゴミ出し

①６５歳以上の一人暮らしの方　又は　高齢者世帯の方
②要支援１、２の介護認定を受けた方　又は　総合事業の基本チェックリスト（※）で事業対象者
と認定された方

②買い物代行 ③話し相手

高齢者世帯の生活の中のちょっとしたお手伝いをします。（１回につき、いずれか１つのサービスのご利用と
なります）

只見町にお住いの方で、次の①、②の両方に該当した方がご利用いただけます。

◉活動内容について

◉ご利用いただける方

◉利用料金

◉ご利用申し込み

ちょこっとてつだい隊として、お手伝いをしてくださる方を募集中です

　１１月から住民主体の支援団体「ちょこっとてつだい隊」が活動を開始しました。
　ちょこっとてつだい隊は、「高齢者の方が住み慣れた自宅で安心した暮らしができるように、近所の皆さんと
助け合って楽しい生活が送れるように」との町民有志の方々の思いから、設立された団体です。参加されている
方は「皆さんが少しでも過ごしやすくなれば」と研修等を受講しておりますので、安心してご利用いただけます。

１回の利用につき２００円（１回６０分以内、１か月に５回までご利用可能です）

只見町地域包括支援センター　TEL ８４−７００６

「私にできること」、「誰かの役に立ちたい」と思っている方、「できる時間」、
「できる範囲」で一緒にお手伝いいただけませんか。

参加したい方や気になる方は、まずはお気軽にご連絡ください。
ちょこっとてつだい隊　事務局　目黒　０９０−４3１７−７４５５　平山　０９０−７33１−９3６５
※ご利用希望の方は地域包括支援センターにご連絡ください。

※基本チェックリストとは、地域包括支援センターが実施する総合事業（サービス事業）において、
　介護支援の適否を判断するための指標です。

Q

Q
A

A

①ゴミ出し　②買い物代行　③話し相手
※現在は主に３つですが、冬季は灯油入れ等のお手伝いもあります。

絶対ではありません。できる範囲で構いません。概ね午前８時から午後４時までの間で、
ご協力いただける時間にお手伝いをお願いします。

どんなお手伝いをするの

登録したら絶対にお手伝いしないといけませんか。また活動時間はいつですか。

「ちょこっとてつだい隊」

４



　只見町ブナセンターは、福島県立博物館の協力のもと、アーティストの岩田とも子さんを講師に、深沢地区余
名沢のブナ林にて只見町の子どもたちを対象としたアートワークショップを開催しました。
　紅葉がピークを迎えた10月29日（日）の第1回目のワークショップでは、町内の20名が参加し、ブナ林の
植物の葉っぱでゲームをしながら観察しました。また、葉っぱの模様・色・形がもしかしたら森にいるかもしれ
ない生き物が残した日記だとしたら？と想像し、その生き物の気持ちで日記を書きました。

　11月12日（日）の第2回目のワークショップでは14名が参加し、第1回目で参加者が創作した日記が作品
として展示されているブナ林を訪れ、見学しました。また、ブナの落葉の上に寝転び、葉っぱの気持ちになる体
験を行い、参加者は感じたことなどをブナ林の植物の葉っぱに自分の日記として書きました。さらに日記帳に模
したブナ板にブナ林の落葉層を描き、ブナ林をアート空間として完成させました。
　岩田さんは子どもたちに「自分たちの書いた日記をもしかしたら森の生き物たちが読んでくれるかもしれない」
と優しく語りかけていました。参加者からは、「普段できない素敵な体験ができてよかった」などの声が聞かれ
ました。展示は根雪まで継続されます（問合せ　只見町ブナセンター　ＴＥＬ 0241－72－8355）　

只見町のブナ林と子どもたちのアートが融合
只見こども藝術計画「ブナの森の葉っぱ日記」が開催

ワークショップの詳しい様子は
只見町ブナセンターのブログでご覧いただけます⇒余名沢のブナ林までの案内マップはこちら⇒

講師の岩田とも子さん（中央）

ブナ林に展示された作品

葉っぱゲームの様子

ブナ林に寝転がる

森の生き物の日記を想像

葉っぱに自分の日記を書く

只見町のブナ林と子どもたちのアートが融合
只見こども藝術計画「ブナの森の葉っぱ日記」が開催

只見町のブナ林と子どもたちのアートが融合
只見こども藝術計画「ブナの森の葉っぱ日記」が開催
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　町主催「わたしの自慢のごはんコンテスト」が開催され、町内の小中学生１０１人か
ら応募があり、１４人が入賞しました。入賞者には賞状や副賞が贈られた他、各小中学
校で作品が展示されました。
　また、県主催「ふくしまっ子ごはんコンテスト」では、朝ごはんで小学生上学年の部　
只見小学校５年中川保奈美さんの作品が優秀賞に、お昼のお弁当で只見中学校１年　大
束芽生さんの作品が優良賞に輝きました。
　このコンテストは、献立の作成、買い物、調理等の一連のごはん作りを通して、生活
習慣の改善や食事摂取を基本とした食習慣の形成を図るとともに、自ら望ましい食生活
を実践する力（食べる力）の育成を図ることを目的に実施しています。
　なお、ごはんコンテストで入賞された児童生徒の作品は、学校給食センターの協力に
より、給食の献立で提供される予定となっております。

第14回　わたしの自慢のごはんコンテスト審査結果
学校 学年 氏　名 賞 ネーミング

下
学
年
の
部

明和小 2年 山内琥太郎 最優秀賞 大こうぶつごはん　2年生バージョン　

明和小 2年 角田　杏子 優 秀 賞 えいようたっぷり朝ごはん

上
学
年
の
部

明和小 4年 矢沢　心咲 最優秀賞 暑い夏を夏野菜でのりきろうえいようまん点あさごはん

朝日小 4年 吉津　光祥 優 秀 賞 あつさに負けるな！夏野菜ごはん

明和小 6年 梁取孝太郎 優 秀 賞 夏をのりきれ　モリモリごはん

明和小 5年 五十嵐慶伍 優 良 賞 ピリからチャーハンの朝ごはん

只見小 5年 三瓶　成翔 奨 励 賞 夏バテ対策朝ごはん

明和小 4年 平野沙耶香 奨 励 賞 夏野菜たっぷりトマト丸ごとたきこみごはん

中
学
生
の
部

只見中 2年 矢沢　悠樹 最優秀賞 夏バテ防止！フレッシュ弁当

只見中 1年 横田　心結 優 秀 賞 栄養満点彩り弁当

只見中 2年 山内　悠愛 優 良 賞 浮き玉とお花弁当

只見中 3年 平野　七帆 優 良 賞 韓国風うまから弁当

只見中 3年 山内　　椿 奨 励 賞 塩分とって夏バテしない弁当

只見中 3年 三瓶蒼有介 奨 励 賞 ハンバーグ弁当

「わたしの自慢のごはんコンテスト」表彰「わたしの自慢のごはんコンテスト」表彰
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「ふくしまっ子ごはんコンテスト」朝ごはん小学校上学年の部優秀賞の
中川保奈美さんの考えたレシピを紹介します。ぜひ作ってみてください。

ふくしまっ子ごはんコンテスト　優秀賞　中川保奈美さん（只見小５年）
めざせ！減塩とノンオイルの二刀流　栄養満点朝ごはん

「ふくしまっ子ごはんコンテスト」お昼のお弁当　優良賞　及び
「わたしの自慢のごはんコンテスト」各部門の最優秀賞を紹介します。

工夫したところ　全国的にみても、福島県民は、食塩せっ取量が多いので
調理方法を工夫してだしやそざいの味をいかせるようにしました。油も使
わずいそがしい朝でも手軽につくれるようなメニューにしました。夏野菜
はおばあちゃんの作った野菜を使いました。

南郷トマトの炊き込みごはん

サバ缶で作るお吸い物

コールスローサラダ 甘酒ヨーグルト

夏野菜のカレーチーズ焼き

わたしの自慢のごはんコンテスト わたしの自慢のごはんコンテスト わたしの自慢のごはんコンテスト

下学年　最優秀賞
明和小２年生　山内　琥太郎さん
「大こうぶつごはん�
� ２年生バージョン」

ふくしまっ子ごはんコンテスト

お昼のお弁当　優良賞
只見中１年生　大束　芽生さん

「自家製たっぷり！�
� 暑さに負けないお弁当」

上学年の部　最優秀賞
明和小４年生　矢沢　心咲さん

「暑い夏を夏野菜でのりきろう�
� えいようまん点朝ごはん」

○桜えびと塩昆布のおにぎり
○きゅうりとツナの中華和え
○なすとチキンのフレッシュトマト煮
○ズッキーニのベーコン巻き
○オクラ入り卵焼き
○とうもろこし　○ブロッコリー
○ミニトマト

○梅としらすの炊き込みごはん
○しおこうじ入り鶏つくね
○ピーマンの甘辛炒め
○豆苗入り卵焼き
○かぼちゃのマヨチーズ焼き

○ごはん
○みそしる
○ふわふわたまごやき
○じゃこぴーまん
○サラダ

○さくらえびのおにぎり
○なすのみそ汁
○トマトとズッキーニやき
○夏野菜とひじきのサラダ
○手作りちゃわんむし

中学生の部　最優秀賞
只見中２年生　矢沢　悠樹さん
「夏バテ防止！�
� フレッシュ弁当」

○米� ………………０.5合
○南郷トマト…4分の1個
○こぶ茶…………小さじ1
○白だし…………小さじ2
○しらす…………大さじ1
○バター………………少々
○大場…………………1枚

○サバ缶…………半分　　○水…………2００㏄
○とうふ………35ｇ　　○みょうが………1個
○卵………………1個　　○しょうゆ………少々
○酒………………少々　　○めんつゆ…小さじ2

○キャベツ…6分の1個　　○カニカマ…………1つ
○コーン………小さじ1　　○マヨネーズ…大さじ1
○くろこしょう……少々

○米こうじの甘酒（地元のこうじ）…3０ｇ
○プレーンヨーグルト…5０ｇ
○ブルーベリー…5つ　　○バナナ…2０ｇ

○かぼちゃ…………3０ｇ　　○なす…………………………25ｇ
○ブロッコリー……2０ｇ　　○レトルトカレー（キーマ）…5０ｇ
○たまねぎ…………2０ｇ　　○とろけるチーズ…2０ｇ

❶研いだ米に分量より少なめに水
をいれ、こぶ茶、白だしを入れ
てトマトをのせて炊く。

❷炊き上がったらトマトの皮を取
りのぞき、しらす、バターを入
れてまぜあわせる。

❸大葉をのせる。

❶なべに水を入れて、しょうゆ、酒、めんつゆとサバ
缶を汁ごと入れる。

❷とうふと千切りにしたみょうがを入れる。
❸最後に卵をおとす。

❶キャベツを千切りにしてお湯をかけ、水気を切り、
すべての材料を混ぜる

❶ヨーグルトと甘酒をいっしょに混ぜる
❷うつわにうつし、ブルーベリーとスライスしたバナナをトッピン
グする。

❶なす、かぼちゃ、ブロッコリーはレンジで火を通しておく。
❷加熱した野菜にカレーをのせて、その上にチーズをのせてから、
トースターで5～6分焼く。

材料 作り方

材料

材料 材料

材料

作り方

作り方 作り方

作り方
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只見地区ＪＡまつり
只見・紅葉！新米&特産物食べつくしウォーク

　只見米ブランド協議会の主催で「第３回只見米フェス」が、１０月２８日に只見線広場で開催されま
した。また、同会場で、「只見地区ＪＡまつり」と「只見・紅葉！新米&特産物食べつくしウォーク」が
同時開催されました。
　開会式では、只見米ブランド協議会の山内征久会長が開会宣言を行い、その後、渡部勇夫町長、長谷川
純一会津若松市議会議員、菅家忠町議会議員から祝辞がのべられました。また、森まさこ参議院議員も駆
けつけ、お祝いの言葉を述べられました。

開会式の最後には、
もちまきが行われ、
米フェスが盛大に開会しました

只見高校生が企画した
甘酒やトマトソースの試食ブース

会場内では、
お米の食べくらべが
行われました

破裂音と共にできあがる
ポン菓子に子どもたちは
大喜びでした

同時開催の
ウォーキングイベントは
ゆっくり紅葉を
楽しむことができました

ＪＡよつばブースでは、
みそ田楽ややきとりの販売が
行われ、 来場者のお腹を
満たしました

スーパーボールすくいなどもあり、
子どもたちも楽しみました

お餅のふるまいも
大人気でした

只見米フェス開催!只見米フェス開催!
同時
開催
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　大会に先んじて、只見町チームの
結団式及び壮行会が１１月９日に朝
日公民館で行われ、渡部町長から選
手たちに「自分を信じ、仲間を信じ、
チームと町民の縁をタスキで繋ぎ、
全力でコースを駆け抜けてきてくだ
さい。そして、レースを楽しんでき
てください」と激励の言葉が送られ
ました。

結団式及び壮行会

練習に励む選手

レース前日～レース本番～レースを終えて

　第３５回市町村対抗県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）が、１９日に開催されました。コースは、白
河市のしらかわカタールスポーツパーク（白河市総合運動公園）陸上競技場をスタートに、福島県庁前を
ゴールとした１６区間、９６.３キロです。今大会には４年ぶりに県内の全５９市町村が参加し、連合チー
ム「希望ふくしま」を含む５３チームが出場しました。
　県内ではインフルエンザなどが流行し、練習初日から本番当日まで、個々での厳しい体調管理が求めら
れる中、只見町チームは、誰一人欠けることなく、ゴールテープを切りました。

ふくしま駅伝 只見町チームお疲れ様でした

　選手たちは、昼間に学業や仕事があるため、平日の練習は夜に行われます。取材した当日は、気温が４
℃でしたが、サポートメンバーや家族が手袋などを用意したり、周りの皆さんも一丸となって練習を行っ
ていました。
　夜練の最終日に目黒英樹監督は「若手が中心のチームですが、重心は大人たちにあると感じます。選手
もサポーターも手本になる大人ばかりです。この姿を見て頑張る若手はとても前向きです。このチームで
９6.3㎞を走りぬきたいと思います。本人は当然ですが、家族も体調管理に気を配ってくださっている
ことに感謝しています」とチームへの思いを話しました。

　本番前日、会場入りした只見町チームは、最後の練習を行い、本番に向けての最終調整を行いました。
レース当日、今年一新したユニフォームに身を包んだ只見町チームは、最後までタスキを繋ぎ切りゴール
しました。レース後、チームの精神的な支柱である飯塚大輔さんは「苦しい走りだったが、沿道から多く
の声援があり、走り切りました」と話しました。

激励の言葉と共に　　
町旗が手渡されました 壮行会で更に士気を高めました

日中と夜の気温差が激しく靄が出る中も練習に励む選手

スタート地点で士気を高める選手 懸命に走る選手 選手、サポートされた皆さん、
お疲れ様でした

若手を引っ張るベテランとその背中を見て成長を続ける若手
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収入済額 予算額
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支出済額 予算額

上

半期
財政状況

◆一般会計（歳出）� （単位：円、％）
款 款　名　称 予算額 支出済額 支出率
1 議 会 費 72,344,000 37,075,128 51.25
2 総 務 費 750,834,000 244,201,592 32.52
3 民 生 費 886,732,000 263,628,469 29.73
4 衛 生 費 460,245,000 153,412,871 33.33
5 労 働 費 3,603,000 764,414 21.22
6 農 林 水 産 業 費 589,719,000 191,290,068 32.44
7 商 工 費 551,406,000 192,919,462 34.99
8 土 木 費 841,725,000 141,595,431 16.82
9 消 防 費 427,842,000 274,345,875 64.12
10 教 育 費 742,704,000 269,291,867 36.26
11 災 害 復 旧 費 13,498,000 17,000 0.13
12 公 債 費 711,601,000 326,981,092 45.95
13 予 備 費 78,823,000 0 0.00

合　　　計 6,131,076,000 2,095,523,269 34.18

◆特別会計� （単位：円、％）

会　計　名 予算額
歳　　入 歳　　出

収入済額 収入率 支出済額 支出率
1 国民健康保険事業 470,227,000 142,541,904 30.31 156,003,679 33.18
2 国民健康保険施設 446,875,000 91,119,153 20.39 164,253,159 36.76
3 後 期 高 齢 者 医 療 151,000,000 27,034,432 17.90 59,825,476 39.62
4 介 護 保 険 事 業 787,859,000 381,993,184 48.48 327,474,773 41.57
5 介護老人保健施設 309,000,000 73,081,820 23.65 160,782,132 52.03
6 地域包括支援センター 8,500,000 0 0.00 4,434,340 52.17
7 簡 易 水 道 279,000,000 32,914,721 11.80 57,983,886 20.78
8 集 落 排 水 事 業 376,304,000 43,360,611 11.52 107,987,030 28.70
9 朝 日 財 産 区 16,400,000 16,277,531 99.25 118,250 0.72

合　　　計 2,845,165,000 808,323,356 28.41 1,038,862,725 36.51

◆一般会計（歳入）� （単位：円、％）
款 款　名　称 予算額 収入済額 収入率
1 町 税 848,032,000 472,270,833 55.69
2 地 方 譲 与 税 52,296,000 22,349,000 42.74
3 利 子 割 交 付 金 150,000 48,000 32.00
4 配 当 割 交 付 金 1,000,000 258,000 25.80
5 株式等譲渡所得割交付金 1,000,000 0 0.00
6 地 方 消 費 税 交 付 金 114,000,000 59,426,000 52.13
7 自動車取得税交付金 1,000 0 0.00
8 環 境 性 能 割 交 付 金 3,200,000 1,601,000 50.03
9 法 人 事 業 税 交 付 金 4,600,000 5,999,000 130.41
10 地 方 特 例 交 付 金 1,251,000 1,251,000 100.00
11 地 方 交 付 税 3,012,260,000 2,116,059,000 70.25
12 交通安全対策特別交付金 530,000 0 0.00
13 分 担 金 及 び 負 担 金 749,000 34,900 4.66
14 使 用 料 及 び 手 数 料 38,114,000 17,384,742 45.61
15 国 庫 支 出 金 281,721,000 39,064,000 13.87
16 県 支 出 金 253,682,000 21,630,452 8.53
17 財 産 収 入 17,603,000 5,184,395 29.45
18 寄 附 金 28,001,000 17,259,000 61.64 
19 繰 入 金 527,839,000 33,000,000 6.25
20 繰 越 金 105,020,000 105,020,928 100.00
21 諸 収 入 94,127,000 5,049,321 5.36
22 町 債 745,900,000 0 0.00

合　　　計 6,131,076,000 2,922,889,571 47.67

　

町
の
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
の
か
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
令
和
５
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
～

９
月
３０
日
）
の
予
算
の
執
行
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

歳
入
の
収
入
済
額
は
９
月
末
ま
で
に
実

際
に
収
入
と
な
っ
た
金
額
で
、
歳
出
の
支

出
済
額
は
実
際
に
支
出
し
た
金
額
で
す
。

　

こ
れ
は
、
只
見
町
財
政
状
況
等
の
公
表

に
関
す
る
条
例
に
よ
る
公
表
で
す
。
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只
見
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

冬
期
の
生
活
を
守
る

災
害
に
備
え
る
た
め
に

辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

除
雪
会
議
・
除
雪
機
械
始
動
式

防
災
講
演
会
開
催

▲除雪に携わる皆様、今シーズンもよろしくお願いします。

▲講演をされた中北教授

▲辞令書を受取った渡部茂さん（左）

　

只
見
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
辞

令
交
付
式
が
、
11
月
１
日
に
役
場
で
行
わ

れ
、
渡
部
茂
さ
ん（
只
見
）に
渡
部
町
長
か

ら
辞
令
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
部
茂
さ
ん
は
、
今
回
で
３
期
目
と
な

り
ま
す
。
任
期
は
令
和
８
年
９
月
30
日
ま

で
の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
同
委
員
会
は
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
不
服
の

審
査
、
決
定
を
す
る
た
め
の
中
立
的
な
機

関
で
、
３
人
以
上
の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ

ま
す
。
町
で
は
舟
木
和
一
さ
ん（
小
林
）、

目
黒
甚
一
郎
さ
ん（
小
川
）と
の
３
人
体
制

と
な
り
ま
す
。

NEWS&FLASH

▲八十里街道
　ロゴマーク

　

除
雪
会
議
が
、
11
月
８
日
に
開
か
れ
、

除
雪
路
線
の
確
認
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
議
終
了
後
に
は
、
今
期
の
除
雪

業
務
の
安
全
祈
願
と
除
雪
機
械
の
始
動
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

除
雪
機
械
の
始
動
式
で
は
、
除
雪
ド
ー

ザ
ー
と
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
が
並
べ
ら
れ
、

職
員
の
指
揮
で
始
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

降
雪
期
間
は
、
除
雪
車
に
よ
る
騒
音
や

置
き
雪
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
の

大
切
な
作
業
で
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

八
十
里
越
街
道
ブ
ラ
ン
ド

ロ
ゴ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

八
十
里
越
街
道
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
及
び
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、

八
十
里
越
街
道
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
ポ
ス
タ
ー
や
お
土
産
の
包
装
、
商

品
ラ
ベ
ル
な
ど
に
、
誰
で
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

使
用
に
つ
い
て
の
詳
細
は
八
十
里
街
道
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
。

　

只
見
町
防
災
講
演
会
「
地
球
温
暖
化
が

も
た
ら
す
将
来
の
豪
雨
災
害
と
そ
れ
ら
の

対
応
」
が
、
11
月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
京
都
大
学
防
災
研
究
所
長
の
中
北
英

一
教
授
が
講
師
を
務
め
、
只
見
高
校
生
や

只
見
中
３
年
生
、
町
民
ら
が
聴
講
し
ま
し

た
。

　

中
北
教
授
は
、
昨
今
の
水
害
に
つ
い
て
、

地
球
温
暖
化
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
に
触

れ
、「
避
難
の
際
は
自
助
、
共
助
を
大
事
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
地
球
温
暖
化
を
緩
和

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
潟
県
三
条
市
、
福
島
県
南
会
津

町
、
只
見
町
の
３
市
町
で
作
成
し
た
ロ
ゴ
シ

ー
ル
を
交
流
推
進
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

○
配
布
枚
数

　

１
事
業
者
に
つ
き
４
０
０
枚
ま
で

○
申
込
方
法

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
次
の
項
目
を
記

載
し
、
交
流
推
進
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
①
事
業
者
名
、
②
住
所
、
③
電
話
番

号
、
④
希
望
枚
数

○
申
込
及
び
問
合
せ
先　
交
流
推
進
課

　

☎
82
－
５
２
２
０
／
FAX
82
－
２
１
１
７

　

メ
ー
ルijyuu@

tow
n.tadam

i.lg.jp
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

自己ベストに挑戦！
小学校陸上記録交歓会

給食の提供に関する高い意識、技術が評価されました
目黒千里さん「学校給食功労者表彰」受賞

　「只見町小学校陸上記録交歓会」が、９月２７日に町下運動広場で開催され、町内3小学校の５、6年
生が参加しました。
　雨の降る中の競技となりましたが、児童たちは自己記録の更新などを目標に全力で取り組みました。
　大会中、天候の悪化により、フィールド競技は後日各小学校で行うことに変更し、男女混合リレーが
繰り上げで行われました。悪天候の中でも、すべてのチームが息の合ったバトンパスで、ゴールまで一
生懸命に走りました。　

　「令和５年度学校給食優良団体・功労者表彰」の
表彰式が行われ、只見町学校給食センター調理責任
者の目黒千里さんが、「学校給食功労者表彰」を受
賞しました。
　同表彰は、学校給食の普及や改善に貢献された方
を表彰するものです。目黒さんは、学校給食センタ
ーの中心的な役割を担い、衛生管理や調理技術に関
する専門知識を生かし、若手職員への指導を熱心に
行っており、センター職員全体の意識や技術の向上
に貢献していることなどが評価され、表彰状が贈ら
れました。

▲学校給食功労者表彰を受賞した目黒さん

只見町小学校陸上記録交歓会入賞者（３位まで）� ※敬称略
順位 男　　　子 女　　　子

1000m（男子）
　800m（女子）

1位 五十嵐寛眞（只・６）3分35秒 長谷川來々（只・６）3分01秒
2位 菅家　一晟（只・６）3分53秒 酒井　莉里（朝・5）3分59秒
3位 藤田　歩夢（只・６）3分5６秒

100m
1位 五十嵐慶伍（明・5）1６秒1 目黒　美結（朝・６）1６秒６
2位 増田　琉気（只・5）1６秒7 梁取　海未（明・６）1６秒9
3位 鈴木　冬真（只・６）17秒3 三瓶　結妃（明・5）1６秒9

80mハードル 1位 渡部　永遠（只・６）18秒1 矢沢　茜音（只・６）1６秒６
2位 藁谷　　茂（朝・5）18秒６ 齋藤ひまり（只・６）1６秒9

走り幅跳び
1位 五十嵐寛眞（只・６）4m20㎝ 長谷部七歌（只・６）3m６0㎝
2位 野中　竜丞（朝・６）3m05㎝ 矢沢　茜音（只・６）3m45㎝
3位 藁谷　　茂（朝・5）3m00㎝ 角田　陽咲（明・６）2m81㎝

走り高跳び
1位 酒井　健生（明・６）1m19㎝ 渡部　美礼（明・5）1m00㎝
2位 馬場　　慈（明・６）1m19㎝ 五十嵐琴音（朝・5）88㎝
3位 菅家　一晟（只・６）1m05㎝

ジャベリック
ボール投げ

1位 新國　璃空（只・６）47m22㎝ 酒井　乃愛（只・６）30m70㎝
2位 星　　颯馬（明・６）43m93㎝ 目黒　美結（朝・６）30m00㎝
3位 藤田　歩夢（只・６）41m90㎝ 三瓶　れん（朝・６）2６m10㎝

男女混合リレー
1位 只見A　1分07秒7
2位 明和A　1分10秒4
3位 只見B　1分11秒2
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心を一つに戦い抜きました
市町村対抗県野球・ソフトボール 結果報告会

苦楽を共に半世紀
「しあわせ金婚夫婦表彰式」開催

親子で楽しく参加しました
町内保育所「親子料理教室」開催

　市町村対抗県軟式野球及びソフトボールの只
見町チームの結果報告会が、１１月１日に役場
庁舎で行われました。
　小林拓矢監督率いる軟式野球チームは、一回
戦で飯館村に１０対3で快勝しましたが、二回
戦の猪苗代町に惜敗しました。
　馬場秀明監督率いるソフトボールチームは、
一回戦で川内村に１９対０で快勝しましたが、
惜しくも二回戦で南会津町に敗れました。
　また、ソフトボールチームに所属する馬場晶
子さんが優秀女子選手賞に選ばれました。

　只見町老人クラブ連合会主催の「しあわせ金
婚夫婦表彰式」が１１月９日に季の郷湯ら里で
開かれ、金婚を迎えられた町内のご夫婦１７組
のうち９組が出席しました。
　表彰式では、参加各組に表彰伝達や記念品の
贈呈が行われました。その後、菅家三雄さん・
三保子さんご夫婦が、受賞者を代表し謝辞を述
べました。菅家さんは「ケンカをしては仲直り
をしながら、絆を深めた５０年でした。今まで
以上に支え合い、豊かな人生を送っていきたい
です」と話しました。

　町内3保育所で「親子料理教室」が開催され、
保育所園児と保護者が「すいとん汁」や「きのこ
のカレー」、「ただみ産トマトのハヤシライス」
を作りました。（只保／１０月４日、明保／１０
月５日、朝保／１０月6日）
　包丁やピーラーを使う園児は、いつも以上に
真剣な顔で料理をしました。保護者は子どもた
ちの成長を感じる教室となりました。
　また、只見町ヘルスメイトからは、おやこ料
理教室のパンフレットやバンダナなどの配布が
あり、「お家でもぜひ作ってくださいね」と声
をかけました。

▲ソフトボールの馬場監督は「家族の理解と協力がなければ出場が難
しい。家族に感謝しています」と話しました

▲これからも夫婦仲良くお幸せにお過ごしください

▲参加した園児にパンフレットなどが配られました

１3



ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

ふるさと交流都市・千葉県柏市
永楽台地域文化祭、酒井根近隣センター文化祭

未来へつながる歴史の道「八十里越リレー講演会」開催

ふるさと交流都市の美味しいものを交換
給食食材交換事業 実施

　ふるさと交流都市・千葉県柏市で、永楽
台地域文化祭（１０月２１日、２２日）、酒
井根近隣センター文化祭（１１月１１日、
１２日）がそれぞれ開催され、会津ただみ
振興公社職員と町職員が参加し、町のＰＲ
などを行いました。
　町から永楽台地域文化祭に参加するのは
４年ぶりで、子どもから大人まで多くの方
が只見町ブースを訪れました。
　酒井根近隣センター文化祭では、只見町
の山菜などを求める方がブースへと足を運
びました。

　「歴史の道八十里越リレー講演会&八十里フォーラ
ム２０２3ｉｎただみ」が１１月５日に只見公民館
で開催されました。
　第１部リレー講演会では、八十里越調査保存整備
委員を務める長谷部忠夫さんが「絵図から見た八十
里越」をテーマに講演し、第２部八十里越フォーラ
ムでは、元NHKエグゼクティブアナウンサーの国
井雅比古さんと八十里倶楽部の大竹晴義さんが講演
し、その後、「八十里越の未来」をテーマに講師3
人によるパネルディスカッションが行われました。

　ふるさと交流都市・千葉県柏市と只見町
が行う「学校給食用食材交換事業」として、
町内の小中学校で柏市産のブルーベリーを
使用した給食が提供されました。
　この事業は平成２４年度から行われてお
り、両市町の主要農産物を交換し、交流と
食育の推進を図るものです。
　柏市からはブルーベリーが提供され、只
見町からはコシヒカリを提供しました。
　朝日小では、柏市立第八小学校とオンラ
イン会議システムで繋ぎながら、お互いに
感想を伝え合うなどし、交流しながら食材
交換給食を味わいました。

▲多くの方に足を運んでいただき賑わいを見せた只見町ブース

▲第１部の講師を務めた長谷部忠夫さん

▲給食を通じて柏市との交流を深めました（朝日小）
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

只見線に感謝を
幕末の侍などの仮装を行いお出迎え、お見送り

みんなでハロウィンを楽しみました
「ハロウィン映画まつり」開催

とりっくおあとりーと
かるがもクラブ「ハロウィン絵本つくり」

　只見町河井継之助記念館は、ＪＲ只見線全線運転
再開１周年を記念し、仮装して臨時列車などに手を
振るイベント「ＪＲ只見線に手を振ろう～会津塩沢
から感謝を込めて～」を１０月１日に開催しました。
　一般参加者と記念館のスタッフを合わせて約２０
人が、幕末の侍や農民の仮装をし、「河井継之助　終
えんの地」駅（会津塩沢駅）前で、臨時列車「海里」
を含む上下3本の列車に手を振りました。
　只見線の乗客は、手を振る参加者を見つけると笑
顔をこぼし、車窓からカメラを構えたり、手を振り
返すなどしました。

　中央公民館主催の「ハロウィン映画まつり」
が１１月４日に明和公民館で開催され、約４０
人が来場しました。
　会場となった明和公民館には、ハロウィンモ
チーフのフォトスポットが作られ、子どもたち
は映画上映の前後で記念撮影をしました。また、
当日は仮装して参加する親子の姿もあり、映画
とハロウィンを満喫しました。
　子どもたちは「友達と一緒に映画が見られて
楽しかった」、「仮装して写真撮れたのが嬉しか
った」と話しました。

　１０月のかるがもクラブでは「ハロウィンオ
ーナメント作り」が企画され、親子6組が参加
しました。
　始めに、親子でのスキンシップやコミュニケ
ーションを楽しむふれあい遊びを行い、その後、
ハロウィン絵本作りを行いました。
　絵本作りは、くまさんが描かれたページが子
どもたちに配られ、部屋中に隠された帽子や服、
お化けなどのページを探し集め、組み合せなが
ら、「ハロウィンを楽しむくまさんの絵本」を
つくるもので、親子で楽しみながら完成させま
した。

▲臨時列車「海里」に手を振る参加者の皆さん
　（写真提供：東京都　木村和茂様）

▲フォトスポットで撮影をする子どもたち

▲たくさん体を動かしながら、素敵な絵本を作りました
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ダンスを通じて、交流を深める
「スクエアダンス交流会」開催

集落の活力作りに
「ふざわ食堂・布沢資源加工所」オープン

駅前の賑わいづくりの一助に「しおさわ庵」再オープン

　スクエアダンスの教室の生徒や指導者らが集まり、交流を深める「スクエアダンス交流会」が、９月
２6日、２７日に季の郷湯ら里で開催され、只見教室の他、青森県や神奈川県などから、約４０人が参
加しました。また、世界的に活躍されているスクエアダンスコーラーのマック小島氏が前回に引き続き

　「ふざわ食堂・布沢資源加工所」のオープニ
ングセレモニーが１１月１９日に布沢区内同
食堂で開催されました。
　同施設は、県地域創生総合支援事業を利用
して、空き家を改修し活用しており、食堂で
はそば料理やカレーなどを提供する予定で、
併設されている加工所では、山菜や野菜など
の加工が可能です。地域住民が運営します。
　食堂は、予約制となっておりますので、ご
利用の際は、事務局（TEL:０９０−８２
５１−3９５９）にご連絡ください。

　塩沢、十島地区の住民有志が運営する「そば処しおさわ
庵」が１０月７日、ＪＲ只見駅前に再オープンしました。
　しおさわ庵は、以前、塩沢集落内で営業していましたが、
新型コロナウイルスの影響により閉店を余儀なくされまし
た。しかし、運転再開で只見駅を訪れる人の「せっかく只
見町に来たのに食事場所が少ない」という声を受けて、有
志の皆さんは再び営業を決意しました。
　代表の岩渕勝征さんは「美味しいお蕎麦で駅前の賑わい
づくりに繋げていきたいです。少しでも地域貢献に繋がれ
ばうれしいです」と話しました。
　なお、今シーズンの営業は終了しましたが、雪まつり期
間中は営業予定とのことで、また春から営業を再開します。

▲スクエアダンスに参加された皆さん

▲関係者らとセレモニーに駆け付けた住民、来賓の皆様

▲多い日には１００食以上出たそうです。「お蕎麦もつ
ゆもこだわって作っています」とこだわりのお蕎麦
をお客さんに提供しています。

来町されました。
　参加者は「楽しく素敵な時間を過ごしました。
頭の体操や体力づくりのためにも続けていきたい
です」、「只見町の景観と人間に感動しました。食
べ物も美味しかったです」と交流会も只見町も満
喫した様子でした。
　町内でスクエアダンスに興味がある方は、渡部
和子さん（TEL:０２４１−８２−3２４２）
にお問い合わせください。
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山村教育留学生に只見町の郷土料理を提供
奥会津学習センター食育事業

全国の民具学研究者、関係者が一堂に会する
「日本民具学会第４５回大会」開催

これからの只見町を考える
只見中総合学習「町づくり講話」

　「全世代に広げよう健康寿命延伸プロジェクト　若者
世代」の奥会津学習センター食育事業として、只見町ヘ
ルスメイトの渡部ヨリ子さん、酒井マツ子さん、齋藤陽
子さんが、奥会津学習センターで山村教育留学生に「ざ
く煮」の試食提供と食に関する講話を行いました。
　講話では、野菜摂取や塩分量を控えることなど、若い
うちからの食事での健康づくりの重要さについて伝えら
れました。
　ざく煮の試食では、生徒たちが「美味しい」と感想を
伝えました。

　「日本民具学会第４５回大会」が１１月１８日、１９日に季の郷湯ら里で開催され、全国の民具学研
究者らが集まりました。
　１８日には、一般参加者も傍聴可能な公開トーク「モノと語る―只見民具整理の始まりと未来―」が

　只見中学校の総合学習で、「町づくり講話」が行われ、只見中3年生が町職員から、「令和２２年度の
人口目標値を達成するために」、「只見町の農林業の現状と課題」、「新しい人の流れをつくるために」の

▲講話を聞きながら、ざく煮を味わう留学生たち

▲公開トークでは、今後の活用などについても触れられました。

▲「只見町の農林業の現状と課題」について講話を行った農林建設
課の三瓶副課長と真剣に聞く生徒

開かれました。公開トークは神野善治民具学会会
長が司会を務め、トークには、佐々木長生大会実
行委員長、佐野賢治神奈川大名誉教授の他、只見
町から新国勇さん、飯塚恒夫さん、星美弥子さん
が出席しました。
　トークでは、集めた民具をスクールバスで一箇
所に運んだエピソードなどが語られ、「只見町の
民具整理は熱い気持ちを持った住民の参加に価値
がある」と佐々木さんらは話しました。

3つのテーマで講話を受けました。
　只見中学校の総合授業では、「持続可能な只見
町をつくろう」をテーマに各学年で学習を進めて
います。現3年生は昨年度「只見町の産業」につ
いて学習し、今年度は人口減少や少子高齢化、そ
れに伴う町村合併や学校統合の問題点などについ
て学習しました。その一環として今回の講話が行
われました。
　講話後には、生徒から多くの質問が出され、只
見町を学ぼうとする意識の高さが見られました。
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　１０～１１月はインフルエンザが大流行でした。インフルエンザの治療薬について、少し解説したいと
思います。
風邪薬とインフルエンザ治療薬の違いとは？
　風邪薬とは、熱さまし・痛み止め・咳止めなどのことで、症状を軽くするお薬です。早く治す薬ではあ
りません。それに対してタミフルなどのインフルエンザ治療薬は、インフルエンザの症状を早く治す薬で
す。しかしインフルエンザの多くは２～3日で解熱しますので、早く治すといっても半日から一日ぐらい
早く治すのがせいぜいです。
インフルエンザ治療薬はどんな人にお勧めか？逆に飲まなくても良い人は？
　５歳未満の幼児、高齢者、肺・心臓などに持病のある方、妊婦さんなど症状が重くなる可能性のある方
に内服を考慮します。持病のない若い方は体力があるので、薬に頼らなくても問題なく治ることがほとん
どです。あと、インフルエンザは２～3日で症状が改善してしまうので、発症後２日以上たった方がのん
でも効果はほとんどありません。
どんな薬があるのか？
　内服薬、吸入薬の薬があります。効果はどれも似ていて大きな差はありません。一回だけの使用で済む
薬もありますが、耐性ウイルス（薬が効きにくい）の報告が多かったり、１回だけの吸入の薬だとうまく吸
えなかったりするなどの問題もありますので、診療所で使う薬はオセルタミビル（タミフル）が多いです。
副作用は？
　内服薬では　吐き気・嘔吐・腹痛・下痢がときおり（数％）みられます。吸入薬では気管支喘息や慢性の
肺疾患の方では症状が悪化する場合があります。また、異常行動（例:急に走り出す、部屋から飛び出そ
うとするなど）が報告されていますが、インフルエンザにかかった時には、インフルエンザウイルス薬を
服用していない場合でも、同様の異常行動が現れること、服用したインフルエンザウイルス薬の種類に関
係なく、異常行動が現れることから、薬と異常行動との因果関係は不明とされてはいます。
　薬も効果が限られ、耐性ウイルスや副作用の問題もありますので、家族みんなでワクチンを打って予防
することが最も大切だと思います。

広報ただみ診療所

地域おこし協力隊として Vol.108

インフルエンザ治療薬について
朝日診療所　所長　若

わか

山
やま

　隆
たかし

家族と一緒
只見町教育振興協力隊　中

なか

島
しま

　美
み

穂
ほ

　只見町教育委員会でお世話になっている中島です。
　気が付けば雪の季節になりました。今年は気温の高い日が続いたからでしょうか秋をあまり感じられな
かった気がします。また、週末は雨が多く紅葉を見に出かける事ができなかったのも原因かもしれません。
今やすっかり冬…。朝布団から出るのが億劫になってきています。
　さて、昨年単身で只見町にやって来ましたが、今年春、夏と息子と主人が相次いで只見に移り住み3人
暮らしとなりました。しばらく１人気ままに暮らしていたので、家族と暮らしていた時のペースがなかな
か戻らず少し大変でした（笑）。でも、やはり家族と一緒なのはいいなぁ～としみじみ思います。特にこれ
から本格的な雪の季節を迎えるにあたり何かあっても家族がいるというだけで心強くなりますが、一つ課
題があります。それは雪道の車の運転がほぼ経験ゼロの主人と、昨シーズンほとんど運転しなかった私が
今シーズンどう切り抜けるかです。
　家族にとって只見での冬は初めてです。降り積もった雪の反応を見るのが今の私の密かな楽しみです。
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ただみの文化遺産

た か ら モ
ノ発見！

第９回
ゆるくてかわいいハラノムシたち

『五
ご

臓
ぞう

曼
まん

荼
だ

羅
ら

一
いっ

巻
かん

』
　負傷した河井継之助を診療し看取った医家矢沢家

（只見町塩沢）には、医師巻物が伝来していました
（只見町蔵）。総題がないので、巻頭題により書名を
『五臓曼荼羅一巻』とします。江戸時代の書写です
が、内容の成立は戦国時代の1６世紀と考えられま
す。『五臓曼荼羅一巻』は東洋医学の医学書で、仏
教の五輪（空風火水地）で説く「五臓曼荼羅図」、針
と灸

きゅう

のツボを人体に表示した「鍼
しん

灸図」と針の打ち
方の口伝、人を病気にさせるムシの「九

きゅう

虫
ちゅう

形
ぎょう

像
ぞう

図
ず

」
の3部から構成されています。
　五臓とは肺臓・心臓・肝臓・脾臓・腎臓です。西
洋医学では臓器は個々にはたらくと考えます。しか
し、東洋医学では、人体の生命活動は、五臓が相互
に関係して統合してはたらき、生理や病理は五臓の
はたらきの表れだと考えます。
　「九虫形像図」は、人を病気にする9つのハラノ
ムシの図です。図の注記にしたがって、右上から順
に紹介します。（番号1～9を付しました）

１「尸
しちゅう

虫」は小児のような形で、痩せ病にする。

２「肺
はい

虫
むし

」は人に津
しん

液
えき

（体液）で満たす。

３「黄
き

虫
むし

」は人を肥満にする。

４「寸
す

白
ばく

虫
むし

」は血を食い、陰に衰えさせる。

５「蜩
せみ

虫
むし

」は人の顔を黄色くする。

６「蜣
きょう

」（蟯
ぎょう

）虫
ちゅう

」は人をハンセン病にする。

７「内
うち

虫
むし

」は人を食う。

８「男
おとこむし

虫」は人を気
き

虚
きょ

（無気力）にする。

９「悪
あくちゅう

虫」は人に張りつき、胸を病ませる。

　戦国時代から江戸時代の人々は、ゆるくてかわい
いムシたちが、病気の原因だと考えました。現代で
もハラノムシがおさまらない、ムシのいどころが悪
いと言いますが、こんなムシのせいだったのです。
病気に対する考え方がわかる資料です。
　戦国時代の６3種のハラノムシの図鑑として有名
な、永禄11年（15６8）『針

はり

聞
きき

書
がき

』（九州国立博
物館蔵）があります。『針聞書』と『五臓曼荼羅一
巻』は、構成が似ており、ムシの図と注記に共通の
ものがあります。『針聞書』と同じ系統の医学書は、
九州大学に18種のムシの図の書物があり、只見の
ものが3例目となります。医学史上稀少で重要な資
料が、只見に存在しています。
� 文・写真：久野俊彦

ただみ・モノとくらしのミュージアム　展示情報
ミニテーマ展「民具の聖地　只見」ー民具の造形
会期：２０２３年１１月１４日（火）～２０２４年１月８日（月・祝）
場所：ただみ・モノとくらしのミュージアム　展示ホール

入館無料

７ １４

８

２
５

９ ３
６
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
五
年
十
一
月
詠
草

�

馬
場　

八
智

久
び
さ
に
逢
へ
ば
互
た
が
ひ
に
老
を
言
ふ
友
は
次
つ
ぎ
旅
立
ち
行
き
ぬ

�

目
黒　

富
子

逝
き
て
久
し
姑は
は

に
齢
の
近
づ
き
ぬ
お
下
が
り
我
に
無
理
な
く
馴
染
む

�

立
花　

奏
音

お
ね
だ
り
の
身
振
り
覚
え
た
我
が
息
子
上
目
遣
い
は
妻
よ
り
賢さ
か

し

�
新
国
由
紀
子

救
急
車
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
か
ら
手
を
振
り
ぬ
老
い
母
の
姿
最
後
と
知
ら
ず

�

渡
部
ヨ
リ
子

伝
統
の
只
見
の
手て

ん

毬ま
り

復
活
に
取
り
組
み
た
れ
ば
五ご

年と
せ

過
ぎ
た
り

�

故　

新
国　

洋
子
（
遺　

作
）

月つ
き

光か
げ

の
明
る
き
夜
は
灯
を
消
し
て
ゆ
る
る
秋
ざ
く
ら
の
影
な
が
く
見
つ

只
見
俳
句
会　
十
一
月
定
例
会�

日
高
俊
平
太　

指
導

�

紺　

青

秋
の
雨
暑
さ
吸
い
取
る
よ
う
に
か
な

熟
れ
し
茱
萸
幼
き
友
の
顔
浮
か
ぶ

�

恒　

夫

立
冬
や
二
人
暮
ら
し
の
沓
あ
ま
た

　

悼　

吉
津
善
也
兄

芳
香
や
山
へ
飛
び
立
つ
冬
の
蝶

�

礼　

ひ
ざ
か
り
に
寄
せ
て
は
均
す
新
小
豆

家
事
農
事
動
く
掌
て
の
ひ
ら
秋
灯
下

�

一　

穂

太
っ
ち
ょ
の
野
菜
摘
ん
で
冬
待
ち
ぬ

芍
薬
根
分
け
て
も
ら
い
し
色
ご
と
に

�

修　

一

旅
先
の
湖
上
の
闇
に
十
三
夜

冬
支
度
梯
子
の
上
か
ら
立
ち
話

�

信　

学
ぶ
の
は
生
き
る
こ
と
な
り
冬
紅
葉

忍
び
寄
る
冬
の
気
配
や
茜
空

�

都　

秋
彼
岸
忘
れ
し
杖
は
畑
中

秋
晴
れ
に
医
者
の
は
し
ご
を
い
た
し
お
り

�

真
理
子

月
光
の
や
わ
ら
か
に
射
す
花
田
か
な

只
見
線
山
の
紅
葉
も
賑
や
か
に
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電話番号

税

今
月
の
納
期

12
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
国
民
健
康
保
険
税
（
６
期
）

●
水
道
使
用
料
（
３
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
12
月
分
）

●
介
護
保
険
料
（
６
期
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料
（
５
期
）

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
� ☎82-5210
町民生活課
　町民税務係� ☎82-5110
　生活安全係� ☎82-5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎84-7005
　福　祉　係
　成年後見制度利用促進室
� ☎84-7010
農林建設課
　農　林　係� ☎82-5230
　建　設　係� ☎82-5270
交流推進課
　観光係　商工労働係
� ☎82-5240
　移住交流係
　薪エネルギー推進室
� ☎82-5220
　ユネスコエコパーク推進係
（ただみ・ブナと川のミュージアム内）

� ☎82-5963
会　計　室� ☎82-5120
議会事務局� ☎82-5300
農業委員会� ☎82-5230
教育委員会� ☎82-5320
学校給食センター� ☎84-7180
只見保育所� ☎82-2219
朝日保育所� ☎84-2038
明和保育所� ☎86-2249
朝日診療所� ☎84-2221
（歯科）� ☎84-2612
こぶし苑� ☎84-2101
只見公民館� ☎82-2141
朝日公民館� ☎84-2111
明和公民館� ☎86-2111

　

令
和
６
年
度
の
保
育
所
入
所
児
童
を
次

の
通
り
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
児
童
】

　

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
満
１
歳
以
上

の
児
童
で
、
保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
保

育
を
必
要
と
す
る
児
童

【
募
集
施
設
】

◦
只
見
保
育
所

◦
朝
日
保
育
所

◦
明
和
保
育
所

【
申
込
受
付
期
間
】

　

令
和
５
年
12
月
１
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
　

12
月
28
日（
木
）ま
で

【
受
付
場
所
】

◦
只
見
保
育
所

◦
朝
日
保
育
所

◦
明
和
保
育
所

◦
教
育
委
員
会

◦
保
健
福
祉
課

◦
町
民
生
活
課

◦
朝
日
公
民
館

◦
明
和
公
民
館

【
申
込
書
類
】

　

申
込
書
類
は
、
各
受
付
場
所
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
。
現
在
入
所
中
の
方
は
保
育

所
よ
り
配
付
さ
れ
ま
す
。

◦
支
給
認
定
申
請
書
兼
保
育
所
入
所
申
込

書
（
新
規
入
所
の
方
）

◦
支
給
認
定
現
況
届
兼
継
続
入
所
申
込
書

（
継
続
入
所
の
方
）

◦
就
労
証
明
書
（
就
労
さ
れ
て
い
る
方
）

◦
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
の
証
明
書
・

申
立
書
（
就
労
以
外
の
方
）

【
そ
の
他
】

◦
令
和
６
年
度
中
に
満
１
歳
に
な
る
児
童

で
、
年
度
途
中
か
ら
の
入
所
を
希
望
す

る
場
合
も
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
令
和
６
年
１
月
～
３
月
中
に
出
産
予
定

の
方
も
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
入
所
の
承
諾
に
つ
い
て
は
、
選
考
基
準

に
よ
る
審
査
が
あ
り
、
審
査
結
果
に
つ

い
て
は
２
月
中
旬
ま
で
に
通
知
い
た
し

ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

只
見
町
教
育
委
員
会
子
ど
も
未
来
係

　

☎
０
２
４
１
－
82
－
５
３
２
０

　

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
専
門
相
談
員

が
家
計
や
借
金
の
状
況
等
を
伺
い
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
他
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護

士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ
を
行
う
相
談

お
知
ら
せ

令
和
６
年
度

保
育
所
入
所
児
童
募
集

借
金
の
無
料
相
談
会　

開
催

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
借
金
返
済
が
困

難
な
方
や
借
金
に
お
悩
み
の
方
な
ど
、
ど

な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

１
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

【
日
時
】

　

令
和
５
年
12
月
19
日（
火
）

　

13
時
～
16
時

【
会
場
】

会
津
若
松
市
追
手
町
７
－
５

福
島
県
会
津
若
松
合
同
庁
舎　

福
島
県

会
津
地
方
振
興
局　

１
階
会
議
室

【
予
約
・
問
合
せ
先
】

　

東
北
財
務
局
福
島
財
務
事
務
所
理
財
課

　

☎
０
２
４
－
５
３
３
－
０
０
６
４

�

（
多
重
債
務
者
相
談
窓
口
専
用
）

◦
受
付
時
間（
土
日
祝
日
除
く
）

　

８
時
30
分
～
正
午
、
13
時
～
16
時
30
分

※
原
則
予
約
制
と
な
り
ま
す
が
、
受
付
状

況
に
よ
り
当
日
受
付
が
可
能
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。
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町長スケジュール〈11月分〉

只見町長　渡部　勇夫

広報ただみ町長室

◆
先
日
、
東
京
神
田
で
「
ふ
る
さ
と

只
見
会
」
が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
、
来
賓
の
方
も
含
め
約
50
名
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
は
お
昼
か
ら
の
開
催
で
し
た

の
で
、
私
は
当
日
の
朝
に
只
見
町

を
出
発
し
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
降
雪
が
あ
っ
た
日
で

し
た
の
で
、
挨
拶
の
中
で
「
只
見

は
今
朝
雪
が
降
っ
て
、
山
や
田
畑

は
白
く
な
り
ま
し
た
」
と
お
伝
え

し
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
口
を
揃
え

る
よ
う
に
「
そ
う
か
、
降
っ
た
か

あ
」
と
懐
か
し
い
思
い
出
を
振
り

返
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　

私
は
町
長
に
就
任
し
、
初
め
て

の
「
ふ
る
さ
と
只
見
会
」
へ
の
出

席
で
し
た
の
で
、
挨
拶
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
テ
ー
ブ
ル
を
ま

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

す
べ
て
の
方
と
お
話
し
を
す
る
こ

と
が
で
き
ず
残
念
で
あ
る
と
と
も

に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

お
話
し
を
伺
っ
て
い
る
う
ち
に

集
落
や
親
戚
な
ど
が
わ
か
り
、お
互

い
の
距
離
感
も
近
く
な
り
「
ふ
る

さ
と
只
見
会
」
な
ら
で
は
の
雰
囲

気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
さ
さ
や
か
で
す
が
、

「
只
見
町
の
お
米
」
を
皆
さ
ん
に

お
渡
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
も
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
開
催
に

あ
た
っ
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
世

話
人
代
表
の
目
黒
信
様
は
じ
め
本

名
正
二
様
、
そ
し
て
す
べ
て
の
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

只
見
町
は
皆
さ
ん
の
故
郷
と
し

て
益
々
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
の
応
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

◆
福
島
県
立
博
物
館
の
ご
協
力
の
も

と
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
主
催
で
、
子
ど

も
た
ち
が
ブ
ナ
林
に
入
り
、
葉
っ

ぱ
に
自
分
の
日
記
を
書
い
た
り
、

作
品
を
作
っ
た
り
、
そ
し
て
ブ
ナ

の
葉
っ
ぱ
の
上
に
寝
転
が
っ
た
り

葉
っ
ぱ
探
し
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
と

自
然
の
中
で
と
っ
て
も
素
敵
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
が
子
ど

も
た
ち
の
生
き
て
い
く
力
に
繋
が

る
と
識
者
の
方
か
ら
聞
い
て
い
た

の
で
、
と
っ
て
も
嬉
し
い
気
持
ち

で
、
こ
の
取
り
組
み
の
話
を
職
員

か
ら
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
が
保
育

所
や
公
民
館
等
と
連
携
し
て
も
っ

と
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

講
師
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
岩
田
と

も
子
さ
ん
は
じ
め
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　1日　固定資産評価審査委員会委員辞令交付式、サ
イモンズ副社長と懇談、ふなき介護タクシー
来庁、市町村対抗県軟式野球・ソフトボール
結果報告会

　4日　奥会津7町村文化施設間連携企画展に係る公
開シンポジウム（三島町）

　5日　歴史の道八十里越リレー講演会＆八十里越フ
ォーラム

６～7日　南会津地方環境衛生組合議会行政視察研修
（山形県～宮城県）

　8日　只見町小中学校音楽祭、除雪会議、除雪機械
始動式、福島県信用保証協会会長来庁

　9日　電源開発（株）田子倉電力所長来庁、只見町金
婚夫婦表彰式、福島地方気象台長オンライン
懇談、ふくしま駅伝只見町選手結団式

10日　地域安全推進協議会、福島県医療人材対策室
来庁、福島県社会福祉協議会副会長来庁

12日　只見町文化協会芸能発表会
13日　全国過疎地域連盟定期総会、ダム・発電関係

市町村全国協議会理事会（東京都）
14日　商工会商業サービス部会・観光物産業部会・

女性部会との懇談会、会津百年学校パネルデ
ィスカッション・特別講演会（会津若松市）

15日　全国町村長大会（東京都）

1６日　全国治水砂防促進大会及び要望活動（東京都）
17日　（福）南会津会来庁、東北電力（株）会津若松支

社来庁、南会津地方町村会事務局長他来庁、
防災講演会

18日　只見線活性化シンポジウム・只見線応援ミー
ティング（新潟県魚沼市）

19日　ふざわ食堂・ふざわ資源加工所オープンセレ
モニー

22日　南会津地区防犯連絡所協議会総会、南会津地
方町村会役員会、南会津地方広域市町村圏組
合管理者会（南会津町）

23日　税に関する作文・絵はがきコンクール優秀作
品発表会（南会津町）

24日　商工会工業部会・建設業部会との懇談会、　
ニシカワバンド来庁、商工会青年部会との懇
談会

25日　ふるさと只見会（東京都）
2６日　防災・減災講演会
27日　福島県鉄道活性化対策協議会要望活動
� （宮城県仙台市）
29日　土木学会選奨土木遺産に係る認定授賞式
� （金山町）
30日　福島県町村会役員会、福島県知事と福島県町

村会役員との意見交換会
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

（10月26日～11月25日届出分）敬称略

▽
今
月
は
ペ
ー
ジ
数
が
多
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
町
内
で
様
々
な
取
組
み
が
行
わ
れ

て
お
り
、
紹
介
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
う

ち
に
ペ
ー
ジ
数
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
多
く
の
方
が
、
町

内
で
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
改
め

て
気
が
付
き
ま
し
た
。

▽
外
の
景
色
が
確
実
に
冬
に
向
か
っ
て
い

く
の
を
感
じ
な
が
ら
も
、
年
末
が
ま
だ
先

の
よ
う
な
感
覚
で
い
た
の
で
す
が
、
大
晦

日
が
目
と
鼻
の
先
ま
で
来
て
い
ま
し
た
。

「
今
年
は
皆
さ
ん
に
ど
ん
な
情
報
を
お
届

け
で
き
た
の
か
」
を
振
り
返
り
、
来
年
は

よ
り
良
い
広
報
紙
に
な
る
よ
う
に
引
き
続

き
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
今
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
、

良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。�（
小
林
）

転入　４　転出　５　出生　２　死亡　９

令和５年１１月１日現在
人　　口　3，７０９（−８）
　 男 　　１，８４０（−４）
　 女 　　１，８6９（−４）
世 帯 数　１，５８２（−４）
高齢化率　　　　４８.９％

※高齢化率とは、6５歳以上の人が人口に占める割合です。

■おくやみ申し上げます
鈴　木　眞智子　　9４歳　　只　見
山　内　　　鼎　　８6歳　　只　見
布　沢　三　雄　　76歳　　長　浜
目　黒　芳　正　　99歳　　大　倉
目　黒　寅　吉　　91歳　　長　浜
佐　藤　キミエ　10８歳　　長　浜
吉　津　善　也　　9４歳　　長　浜
星　　　ヤ　エ　　95歳　　福　井
小　沼　吉　雄　　97歳　　長　浜
五十嵐　ヨシエ　　８6歳　　黒　谷

★パンどろぼうとほっかほっカー

★あなたが誰かを殺した

� 【著】柴田　ケイコ（KADOKAWA）

� 【著】東野　圭吾（講談社）

　ヤギのおばあさんの
頼みで、パンを届けに
でかけたパンどろぼう。
なかなかたどりつかず
うなだれる横を、一台
の車がとおりすぎます
が―――。
　ほかほかのパンとほ
かほかの思いをのせて、

　★★★ミステリ、ど真
ん中。★★★
　最初から最後までずっ
と「面白い！」至高のミ
ステリー体験。
　閑静な別荘地で起きた
連続殺人事件。
　愛する家族が奪われた
のは偶然か、必然か。
　残された人々は真相を

「ほっかほっカー」が走りだす！

知るため「検証会」に集う。
　そこに現れたのは、長期休暇中の刑事・加賀
恭一郎。
　――私たちを待ち受けていたのは、想像もし
ない運命だった。

○朝日公民館ではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

朝日公民館

図書紹介
朝日公民館図書室

☎84－2111
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
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　ハギマシコはスズメ目アトリ科の小鳥です。黄色い嘴に、後頭部は黄褐色、さらに腹
部や翼の一部は薄紅色を帯び、落ち着いた美しさを感じさせます。
　ハギマシコは寒冷地を好み、夏はロシア東部などで繁殖し、日本には冬鳥として渡来
します。中部地方以北で確認されることが多く、北国ならではの冬鳥と言えるでしょう。
　町内では12月から2月の厳冬期に観察されますが、豪雪の只見は餌が少ないためか、
数は多くありません。常に群れで行動しています。町内では2～3個体の小群がふつう
で、ときたま10個体程度の群れを目にする程度ですが、地域によっては数百を超える
大集団を形成します。また、渡来数は年によって変動し、たくさん見られる年と殆ど見
られない年があることでも知られています。
　町内でハギマシコを探すには、除雪された道路沿いが適しています。これは、植物の
種子などの餌を食べるハギマシコが、除雪により地面や植物が露わになった場所を餌場
として利用しているためです（写真を参照）。また、種子を実らせた樹木にとまって種子
を食べていることもあり、木々をチェックしてみるのも良いでしょう。

▲融雪した地表で餌を探す。1月、塩沢地区にて撮影

� （写真・文　太田祥作）

ただみ・ブナと川のミュージアムでは下記企画展を開催中です。
どうぞお越しください。

企画展アーカイブ・プラス「只見の自然を食べる」
会期：2023年12月2日（土）～ 2024年4月21日（日）
場所：ただみ・ブナと川のミュージアム　2階ギャラリー

只見町ブナセンターからのお知らせ

ハギマシコ　（学名：Leucosticte arctoa）
【スズメ目アトリ科】

2４


